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暮
ら
し
守
る
大
幅
賃

上
げ
実
現
を
。
大
軍
拡
・

大
増
税
許
す
な
と
５
月

１
日
、
第
94
回
メ
ー
デ
ー

岩
手
中
央
集
会
が
五
月

晴
れ
の
岩
手
公
園
広
場

で
５
０
０
名
参
加
で
行

わ
れ
建
交
労
岩
手
本
部

に
は
一
関
か
ら
の
参
加

者
を
含
め
７
名
の
参
加

で
し
た
。

実
行
委
員
長
い
わ
て

労
連
中
野
る
り
子
議
長

は
「

急
激
な
物
価
高

騰
に
よ
る
無
策
に
よ
っ

て
格
差
と
貧
困
の
拡
大

し
て
、
国
民
の
暮
ら
し

を
深
刻
に
し
て
い
る
。

ロ
シ
ヤ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

攻
撃
は
、
武
力
で
平
和

を
守
れ
な
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
議
院

議
員
立
憲
民
主
党
横
沢

た
か
の
り
氏
。
日
本
共

産
党
県
会
議
員
齋
藤
信

氏
の
挨
拶
後
に
、
参
加

者

団

体

か

ら

「

一

言

ア

ッ

ピ

ー

ル

」

医

労

連

・

福

祉

労

組

・

年

金
者
組
合
・

建
設
組
合
・

民

生

同

盟

が
行
な
い
ま
し
た
。
。

デ
モ
行
進
が
終
わ
っ

た
後
、
４
年
ぶ
り
に
通

信
労
組
・
国
公
・
建
交

労
鉄
道
が
集
い
、
美
味

し
い
酒
で
楽
し
い
交
流

が
出
来
ま
し
た
。
メ
ー

デ
の
後
は
花
見
で
す
ね
。

２０２３年５月16日
NO １６５号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

お
知
ら
せ

最
賃
引
き
上
げ
の
取
り
組
み

①
北
海
道�

・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
行
動

岩
手
行
動

５
月
17
日
（
水
）

岩
手
労
働
局
要
請

県
商
工
会
議
所
連
合
会
へ
の
要
請

岩
手
弁
護
士
会
か
連
合
岩
手
と
の
懇
談
予
定

※
宮
城
・
福
島
県
労
連
か
ら
支
援
に
来
る
。

②
最
賃
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝

６
月
30
日
（
金
）

15
時
か
ら
18
時
ま
で
野
村
證
券
前
で
行
う
予

定
で
す
。

③
最
賃
中
央
行
動

５
月
25
日
、
６
月
23
日

④
「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
何
で
も
相
談

会
」

７
月
29
日
（
土
）

脱
原

発
と
は
、
そ
の

名
の
通
り
「
原
発
（
原
子

力
発
電
所
）
の
あ
る
社

会
か
ら
脱
け
出
す
こ
と
」
。

で
も
、
私
た
ち
は
な
ぜ
、

脱

原

発

を

目

指

さ

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
数
あ
る
答

え
の
中
で
も
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

（
原
子
力
に
頼
ら

な
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
活
動
し
て
い
る
団
体

で
す
）
が
特
に
重
要
と

考

え

る

、
脱

原

発

の

「
10
の
理
由
」
を
お
話
し

ま
す
。

１
．

放
射

能
災
害
の

危
険
性
が
あ
る
。

原
子
核
の
核
分
裂
反

応
を
利
用
し
て
電
気
を

つ
く
る
原
発
で
は
、
反

応
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
失

敗

す
る
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
で
起
き
た
よ

う

な
爆

発

事

故

が
発

生
し
ま
す
。
ま
た
原
子

炉
を
冷
や
す
こ
と
に
失

敗
す
れ
ば
、
福
島
原
発

で
起
き
た
よ
う
な
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
事
故
も
起
き

て
し
ま
い
ま
す

。
こ
れ

ら
原
発
の
大
事
故
は
、

寿
命
の
長
い
放
射
能
を

大
量
に
放
出
す
る
た
め

影
響
が
長
く
続
き
、
甚

大

な
放

射

能

災

害

を

も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の

ま
ま
原
発
の
運
転
を
続

け
れ
ば
、
地
震
や
津
波
、

人
為
的
ミ
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
、

ま
た
い
つ
次
の
大
事
故

が
起
き
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
放
射

性
廃
棄
物

と
い
う｢

負
の
遺
産｣

を
発
生
さ
せ
る
。

も
し
仮
に
大
事
故
は

防
げ
た
と
し
て
も
、
原

発
を
動
か
し
て
い
る
限

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
放
射

能
の
ご
み
が
大
量
に
発

生
し
続
け
ま
す
。
そ
れ

ら
放
射
性
廃
棄
物
の
中

に
は
10

万

年

以

上

も

隔
離
が
必
要
な
も
の
も

存
在
し
、
こ
の
ま
ま
で

は

後

世

に

ゆ

だ

ね

る

「
負
の
遺
産
」
が
ま
す
ま

す
増
え
る
一
方
で
す
。

未
来
の
負
担
、
子
孫
の

負
担
を
少
し
で
も
小
さ

く
す
る
こ
と
を
、
私
た

ち
は
真
剣
に
考
え
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

３
．
核
拡

散
の
危
険

性
が
あ
る
。

原
発
も
原
爆
も
燃
料

は
同
じ
で
、「
ウ
ラ
ン
」

ま
た
は
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」

で
す
。
原
発
の
燃
料
で

あ
る
「
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
」

を
つ
く
る
作
業
を
繰
り

返
せ
ば
、
原
爆
の
燃
料

で
あ
る
「
高
濃
縮
ウ
ラ

ン
」
は
容
易
に
手
に
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
し
、
ま

た
原
発
の
使
用
済
み
燃

料
に
含
ま
れ
る
「
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
」
は
再

処

理

工
場
で
取
り
出
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
し
た
が
っ

て
原
子
力
発
電
を
続
け

る
限

り
、
新

た
に
「
核

兵
器
国
に
な
ろ
う
」
と

す

る
国
や
、「
高

濃
縮

ウ

ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
奪
っ
て
核
爆
弾
を

つ
く
ろ
う
」
と
す

る
集

団
が
現
れ
る
こ
と
を
防

げ

ま
せ
ん
。

ま
た
こ

れ
ら
の
動
き
を
封
じ
込

め
る
名
目
で
「
核
管
理

社

会
」
化
が
進
め
ば
、

人
権
が
制
限
さ
れ
、
危

険
を
知
る
た
め
の
情
報

も
隠
さ
れ
て
、
充
分
な

備
え
の
な
い
ま
ま
に
原

発
事
故
が
起
き
て
し
ま

う
可
能
性
も
否
め
ま
せ

ん
。

４
．
事
故

が
な
く
て

も

、

労

働

者

の

被

ば
く
を
と
も
な
う
。

原
発
の
中
で
は
、
元
請

け
－
中
請
け
－
下
請
け

－
孫
請
け
－
ひ
孫
請
け

と
何
重
に
も
差
別
さ
れ

た
多
く
の
労
働
者
が
働

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
被

ば
く
全
体
の
95

パ
ー
セ

ン
ト
以

上

が
、「
電

力

会
社
の
社
員
以

外
」
の

人
た
ち
の
身
体
で
起
き

て
い
ま
す

（
平
常
運

転

時
）
。

原
発

だ
け
で
な
く
、

ウ
ラ
ン
の
鉱
山
や
使
用

済
み
燃
料
の
再
処
理
工

場
に
お
い
て
も

、
大
勢

の
人
た
ち
が
放
射
線
を

浴
び
な
が
ら
働
い
て
い

ま
す
。
労
働
者
の
被
ば

く
な
く
し
て
、
原
発
は

動
か
な
い
の
で
す
。

５
．
関
連
施
設
に
も
、

大

き

な

危

険

や

問

題
が
あ
る
。

原
子

力
発
電
で
は
、

ウ
ラ
ン
鉱
石
を
掘
り
出

し
燃

料

を

製

造

す

る

施
設
や
、
放
射
性
廃
棄

物
の
あ
と
始
末
を
す
る

施
設
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
関

連

施

設

が

数

多

く
必

要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
も
原

発
同
様
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
故
の
危
険
性
を
抱

え
て
お
り
、
労
働
者
が

被
ば
く
し
、
ま
た
放
射

能
の
ご
み
を
大
量
に
発

生
さ
せ
て
い
ま
す
。

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
４
３

原
子
力
に
頼
ら
な
い
社
会
を
め
ざ
す

「
10
の
理
由
」
Ｎ
Ｏ
１

健 康 井上 駿

急増している子供たちの発達障害は農薬など

の化学物質による。大人たちも化学物質過敏症

に悩まされている人が増えている。老人の認知

症も長年化学物質にさらされて生きてきた結果

ではないか。胎盤関門は母親の血液中の危ない

ものを胎児に送り込まない役割を果たしている

がウィルス、ニコチン、アルコール、麻薬、有

機水銀などは通してしまう。いろいろな化学物

質の便利さに喜んで、敗戦後の日本人は化学物

質の害に対する警戒心をすっかりなくしてしまっ

た。その結果がサリドマイドによる手足の短縮

や水俣病となって現れた。農薬と発達障害 脳

血液関門。

アレルギーは小麦、大豆、牛乳、卵などを食

べたとき、タンパク質に敏感な人たちの症状と

して現れる。この人たちのこれまでの生活の中

で何かのタンパク質が体の中の代謝に異常をも

たらし、その結果その人は同種或いは似た種類

のタンパク質に過敏な体質になってしまった結

果であろう。近頃は食品の中でアレルギーを起

こす危険性のあるものを含んでいれば表示され

るようになったが、柔軟剤などの人の健康を害

する恐れのある化学物質については表示がまだ

義務化されていない。

アレルギーの定義

本来体を守るために働く筈の免疫反応が何ら

かの理由で暴走し、体に対して有害な反応を起

こしてしまう状態

人間が健康に生きて行く為に165

訃

報

遠
藤
秀
美
さ
ん
が
５
月
３
日
肺
炎
の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

秀
美
さ
ん
の
仕
事
は
機
関
車
の
運
転
士
。
元
気
で
明
る
い
声
で
私
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
れ
、
秀
美
さ
ん
が
い
た
だ
け
で
華
や
か
に
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
戸
機
関
区
の
時
、
国
鉄
動
力
車
労
働
組
合
本
部
委
員
長
が
社
会
党
候
補
と
し
て
選
挙
に
出
る
の
で
選
挙
カ
ン
パ
を
強
制
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
政
党
支
持
の

自
由
を
訴
え
、
選
挙
カ
ン
パ
は
個
人
の
自
由
と
訴
え
ま
し
た
。
政
党
支
持
の
自
由
を
訴
え
た
仲
間
が
国
鉄
動
力
車
労
働
組
合
か
ら
除
名
さ
れ
ま
し
た
。
除
名
さ

れ
た
全
国
の
仲
間
と
全
国
動
力
車
労
働
組
合
を
立
ち
上
げ
る
の
に
奮
闘
し
、
動
労
革
マ
ル
暴
力
集
団
に
屈
せ
ず
仲
間
を
、
体
を
張
っ
て
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

国
鉄
の
民
営
分
割
の
た
た
か
い
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
た
た
か
い
な
ど
激
動
の
時
代
に
民
主
主
義
を
強
く
貫
い
た
方
で
し
た
。
民
営
化
さ
れ
た
後
秀
美
さ
ん
は
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
配
属
さ
れ
、
八
戸
か
ら
盛
岡
機
関
区
、
一
関
機
関
区
、
退
職
す
る
時
は
盛
岡
総
鉄
と
転
勤
さ
れ
ま
し
た
。

秀
美
さ
ん
は
５
０
年
以
上
組
合
活
動
を
行
い
、
全
動
労
・
建
交
労
の
組
合
執
行
部
を
長
年
に
わ
た
り
か
か
わ
り
。
建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方
本
部
委
員
長
、
建
交

労
岩
手
本
部
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

実
家
の
農
業
で
は
、
ア
イ
ガ
モ
で
の
稲
作
有
機
栽
培
や
山
の
木
を
間
伐
な
ど
に
取
り
組
み
、
自
然
を
大
切
に
し
、
地
球
環
境
に
も
や
さ
し
い
方
で
し
た
。

退
職
後
体
調
を
崩
し
８
年
間
病
と
の
た
た
か
い
で
し
た
が
、
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
て
、
元
気
に
な
り
実
家
に
も
泊
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
の
世
話
を
し
て
い
つ
も
の
絵
顔
も
戻
っ
た

の
で
す
が
、
数
年
前
難
病
の
肺
炎
に
か
か
り
奥
さ
ん
や
娘
さ
ん
達
に
暖
か
い
看
病
を
し
て
も
ら
い
、
安
ら
か
な
最
後
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
８
０
年
間

自
分
の
信
念
「
自
由
と
民
主
主
義
」
を
貫
き
と
お
し
た
方
で
し
た
。

合

掌
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１
．
２
０
２
３
年
夏
季

一
時
金
は
、
支
払
日
に

お
け
る
基
準
内
賃
金
の

３
．
５
箇
月
分
と
す
る

こ
と
。

２
．
賃
金
規
程
第
１
３

２
条
第
２
項
（
成
績
率
・

増
額
）
の
適
用
に
当
た
っ

て
は
、
所
属
組
合
に
よ

る
意
図
的
な
査
定
を
行

わ
ず
、
公
正
・
公
平
に

行
う
と
共
に
、
第
３
項

（
成
績
率
・
減
額
）
の

適
用
は
行
わ
な
い
こ
と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の

社
員
に
対
す
る
支
給
に

つ
い
て
は
、
55
歳
到
達

時
の
基
準
内
賃
金
に
支

給
月
数
を
乗
じ
た
も
の

と
す
る
こ
と
。

４
．
支
払
日
は
７
月
４

日
と
す
る
こ
と
。

今
年
で
12
回
目
と
な

る
東
日
本
大
震
災
津
波

支
援
・
復
興
岩
手
県
民

会
議
主
催
の
「
震
災
12

年
の
つ
ど
い
」
が
、
４

月
16
日
洋
野
町
民
会
館

に
地
元
地
域
の
方
を
含

め
県
内
か
ら
１
４
５
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。盛

岡
ら
は
、
バ
ス
を

貸
し
切
り
21
名
の
参
加
、

洋
野
町
で
お
土
産
タ
イ

ム
も
あ
り
。
県
民
生
協

高
橋
基
さ
ん
の
案
内
ガ

イ
ド
で
行
き
帰
り
は
疲

れ
る
こ
と
な
く
過
ご
せ

ま
し
た
。

洋
野
町
に
着
き
種
市

海
浜
公
園
に
、
浜
辺
は

外
海
に
近
か
く
波
は
高

く
寒
く
て
も
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
方
が
い

る
。
公
園
で
津
波
の
証

言

を

聞

き

、

昼

食

は

「
は
ま
な
す
亭
」
で
海

の
幸
豊
富
な
食
事
を
済

ま
せ
て
震
災
12
年
の
つ

ど
い
に
参
加
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
震
災
後
に
結

成
さ
れ
た
「
種
市
海
鳴

太
鼓
」
構
成
は
小
学
校

か
ら
幅
広
い
年
代
。
力

強
い
音
と
脈
動
し
た
動

き
に
感
動
し
ま
し
た
。

西
崎
代
表
世
話
人
、

岡
本
町
長
の
来
賓
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
洋
野
町

防
災
推
進
室
の
吹
切
優

さ
ん
の
報
告
で
は
、
洋

野
町
で
は
犠
牲
者
は
１

人
も
出
な
か
っ
た
「
津

波
＝
逃
げ
る
」
が
各
家

庭
に
引
き
継
が
れ
た
歴

史
が
あ
る
。
地
震
の
語

り
部
と
し
て
、
庭
静
子

さ

ん

。

津

波

で

食

堂

「
は
ま
な
す
亭
」
が
失
っ

た
が
「
地
元
の
つ
な
が

り
、
家
族
の
後
押
し
」

で
、
震
災
後
に
焼
き
そ

ば
、
お
に
ぎ
り
を
つ
く

り
始
、
今
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

最
後
に
復
興
県
民
会

議
中
野
事
務
局
長
よ
り
、

引
き
続
き
国
の
責
任
で

被
害
者
本
位
の
復
興
を

求
め
て
い
く
と
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

２０２３年夏季一時金基

準内賃金３.５箇月分支払い申し入れ

物
価
上
昇
に
よ
り
、
可
処
分
所
得
が
低
下
し
て
家
計
に
大
き
な
負
担
が
の

し
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
も
一
時
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ

は
不
可
欠
で
す
。

我
々
社
員
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
夏
季
及
び
年
末
一
時
金
は
、
低
賃
金
に

よ
る
毎
月
の
赤
字
を
補
填
す
る
重
要
な
「
年
間
生
計
費
」
で
あ
り
、
低
賃
金

構
造
が
続
く
中
で
一
時
金
を
生
活
費
と
す
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
夏
季
手
当
の
満
額
回
答
を
要
求
し
い
ま
す
。

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
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食
べ
物
が
危
な
い
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
っ
て
何
?

食
べ
物
を
い
じ
く
り
ま
わ
す
「
技
術
」
の
こ
と

代
替
肉
と
か
、
昆
虫
食
と
か
い
う
の
も
あ
る

昆
虫
を
材
料
に
し
て
家
畜
の
餌
も
作
る

こ
ん
な
技
術
が
な
ぜ
は
や
る
の
か

そ
の
根
っ
こ
に
あ
る
の
が
遺
伝
子
編
集

世
界
規
模
の
大
企
業
が
設
け
口
と
し
て
進
め

安
全
を
無
視
し
て
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
が
応
援

原
材
料
や
製
造
方
法
の
表
示
は
し
な
く
て
い
い

と科
学
者
・
技
術
者
は
な
ぜ
協
力
す
る
か

研
究
費
が
欲
し
け
れ
ば
何
で
も
す
る

科
学
・
技
術
の
堕
落
が
嘆
か
わ
し
い

井
上

駿

朝
鮮
戦
争
が
休
戦
に

な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
小

麦
も
余
剰
傾
向
と
な
り
、

新
た
な
市
場
開
拓
に
積

極
的
に
取
り
組
み
始
め

た
。
バ
ス
に
台
所
を
備

え
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

全
国
を
巡
っ
た
。

日
本
が
初
め
て
減
反

を
体
験
し
た
昭
和
45
年
、

ア
メ
リ
カ
の
小
麦
生
産

者
は
遂
に
1
億
ブ
ッ
シ
ェ

ル
（
２
７
２
万
ト
ン
）

の
対
日
輸
出
を
達
成
し
、

盛
大
な
記
念
バ
ー
テ
ィ

―
を
開
い
た
。
高
島
光

雪
：
ア
メ
リ
カ
小
麦
戦

略

家
の
光
協
会

昭

和
54
年
津

「
コ
メ
を
食
え
ば
馬
鹿

に
な
る
」
と
い
う
本
を

書
い
た
御
用
学
者
（
木
々

高
太
郎
、
本
名
：
林
髞
、

慶
応
大
学
医
学
部
卒
）

ま
で
現
れ
た
。
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
小
麦
輸
出
目

標
達
成
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

ア
メ
リ
カ
の
大
規
模
機

械
化
農
業
の
生
産
性
が

高
い
と
の
触
れ
込
み
で
、

日
本
の
農
業
も
そ
れ
に

倣
う
べ
き
だ
と
の
の
思

想
が
日
本
の
農
業
界
を

席
巻
し
、
そ
れ
は
１
９

６
１
年
の
農
業
基
本
法

と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
。

経
済
成
長
は
農
村
か
ら

労
働
力
を
中
学
卒
業
生

の
集
団
就
職
と
い
う
形

で
引
き
出
し
、
さ
ら
に

は
後
継
ぎ
の
長
男
た
ち

ま
で
が
村
を
捨
て
て
都

会
で
働
く
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
人
手
不
足
を

補
い
農
業
生
産
性
を
上

げ
て
き
た
の
が
機
械
化
、

科
学
肥
料
、
農
薬
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
今
の
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
食
料
自

給
率
38
％
と
い
う
結
果

を
も
た
ら
し
た
。
生
産

性
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
巧
み
な
落
と
し
穴
だ
っ

た
。今

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

紛
争
で
食
料
供
給
が
国

際
的
に
ひ
っ
迫
し
、
麦
、

大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
輸
入
の
大
半
を
ア
メ

リ
カ
に
依
存
し
て
い
る

が
、
ア
メ
リ
カ
が
他
に

回
す
か
ら
日
本
に
は
出

さ
な
い
と
言
い
出
せ
ば

日
本
の
食
料
事
情
は
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
る
。
食
料

だ
け
で
は
な
く
、
肥
料

も
輸
入
に
頼
り
、
苗
床

用
の
土
ま
で
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
日
本
の
農
業
は

本
当
の
危
機
に
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
依
存
の
食
料
、

肥
料
も
全
面
的
に
海
外

依
存農

業
は
本
来
、
そ
の

地
域
の
資
源
に
頼
っ
て

営
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

畜
産
は
大
量
の
肥
料
成

分
を
生
み
出
し
、
人
間

出
す
し
尿
も
江
戸
時
代

に
は
大
事
な
肥
料
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
。
素

直
な
自
然
循
環
を
生
か

す
な
ら
ば
、
食
料
も
肥

料
も
輸
入
に
頼
る
必
要

は
な
い
。
農
業
に
対
す

る
考
え
方
は
我
々
の
日

常
生
活
の
あ
り
方
や
思

想
と
底
通
し
て
い
る
。

４
月
19
日
桜
の
花
も

散
り
始
め
、
万
寿
山
の

山
野
草
は
あ
ま
り
期
待

し
な
い
で
の
今
年
初
め

て
の
里
山
登
山
で
す
。

参
加
者
は
後
期
高
齢

者
を
中
心
に
６
名
の
参

加
で
し
た
。

山
は
晴
れ
て
い
ま
し

た
が
風
が
強
く
肌
寒
い
。

参
加
者
の
中
に
膝
の
痛

を
訴
え
た
方
が
い
て
、

足
が
痛
く
な
っ
た
ら
下

山
と
宣
言
し
て
の
登
山

開
始
、
結
局
皆
さ
ん
と

万
寿
山
馬
蹄
コ
ー
ス
を

２
時
間
で
余
裕
で
歩
き

下
山
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
で
４
月

４
日
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
満
開

の
万
寿
山
に
登
山
し
た

方
が
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
登
山
は
花
は
遅
か
っ

た
で
す
が
別
の
花
が
見

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

登
山
道
路
に
は
所
々
に

ミ
ス
ミ
ソ
ウ
と
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
・
カ
タ

ク
リ
・
イ
ワ
ウ
チ
ワ
・

春
蘭
・
ナ
ガ
ハ
シ
ス
ミ

レ
（
テ
ン
グ
ス
ミ
レ
）
・

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
・
登
山

道
路
の
木
は
芽
吹
き
始

め
て
い
ま
し
た
。

お
昼
に
は
少
し
早
め

で
し
た
が
午
後
の
予
定

の
方
が
お
り
心
地
よ
い

汗
と
、
参
加
者
よ
り
ワ

ラ
び
の
差
し
入
れ
が
あ

り
美
味
し
い
お
弁
当
を

食
べ
て
の
解
散
で
し
た
。

４
月
８
～
９
山
ス
キ
ー

を
12
名
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
月
山
リ
フ
ト
再

開
は
例
年
４
月
10
日
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
リ

フ
ト
を
利
用
し
な
い
山

ス
キ
ー
で
し
た
。

４
月
８
日
土
曜
日
、

朝
は
曇
り
。
雨
が
降
り

ま
せ
ん
よ
う
に
と
祈
り

つ
つ
湯
殿
山
に
登
り
ま

す
。
雪
か
な
り
薄
く
な
っ

た
気
配
の
あ
る
沢
を
渡

り
、
登
高
を
続
け
る
う

ち
に
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
。

様
子
を
見
な
が
ら
高
度

を
上
げ
て
い
く
と
、
あ

ら
れ
と
な
り
、
雪
と
な

り
ま
し
た
。
雪
な
ら
登

高
を
続
け
て
、
、
、
、

と
思
い
き
や
、
視
界
が

悪
く
な
っ
て
き
た
の
で

滑
降
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
滑
っ
て
み
る
と
板

が
滑
る
雪
で
あ
り
、
新

雪
と
も
言
え
ま
す
。

４
月
９
日
日
曜
日
、

月
山
は
昨
夜
降
っ
た

雪
で
冬
山
。
途
中
か
ら

は
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら

進
み
ま
し
た
。
風
は
予

想
通
り
強
く
、
姥
ケ
岳

頂
上
か
ら
下
の
、
風
を

よ
け
ら
れ
る
藪
で
支
度

を
整
え
滑
走
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く

パ
ウ
ダ
ー
で
、
嬉
し
く

て
深
そ
う
な
部
分
を
選

ん
で
滑
り
ま
し
た
。

感
動
の
涙
。
歳
を

重
ね
る
ご
と
に
敏
感

に
な
っ
て
き
た
。
し
ょ
っ

ぱ
み
も
増
し
て
眼
が

刺
激
さ
れ
る
。
そ
れ

も
原
因
だ
ろ
う
か
。

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
５
０
０
メ
ー
ト
ル

決
勝
後
の
小
平
奈
緒
。

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映

画
や
山
本
周
五
郎
の

作
品
。
同
じ
場
面
を

見
た
り
読
ん
だ
り
し

て
も
温
か
い
涙
が
出

て
く
る
。

脳
に
は
共
感
脳
と

呼
ば
れ
る
所
が
あ
る

そ
う
だ
。
正
式
名
は

内
側
前
頭
前
野
。
他

者
の
感
情
を
共
有
す

る
役
割
を
す
る
。
大

人
に
な
る
と
と
も
に

体
験
を
も
と
に
共
感

脳
を
反
応
さ
せ
、
他

者
の
感
動
で
も
泣
く

こ
と
が
で
き
る
。
年

を
と
る
と
涙
も
ろ
く

な
る
の
は
、
自
分
の

経
験
が
あ
る
分
、
多

く
共
感
す
る
た
め
ら

し
い
。

私
は
ろ
く
な
こ
と

を
し
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
共
感
の
涙

は
恥
ず
か
し
い
く
ら

い
出
る
。
今
年
の
抱

負
の
ひ
と
つ
―
温
か

い
涙
が
で
る
映
画
や

本
を
た
く
さ
ん
見
る
ー

な
ん
と
か
実
現
し
た

い
。
「
涙
く
ん
さ
よ

な
ら
」
は
し
た
く
な

い
。
た
と
え
悲
し
い

涙
で
も
。

つ
ぶ
や
き

「
涙
く
ん
こ
ん
に
ち
は
」細

川
忠
雄

東
日
本
大
震
災
津
波

山
ス
キ
ー

湯
殿
山
・
月
山


